
肢体不自由のある子どもの Windows と iPadOS 活用講習会１ 

～視線入力装置の活用を中心に～ 

開 催 要 項 

 

※翌日の iPadOS の活用を中心とした講習会は別途申し込みが必要です。 

 
1. 趣 旨 

肢体不自由のある子どもたちの生活や学習を豊かにするための Windows パソコ

ンを有効に活用できるよう講座を行います。今回は、視線入力装置の活用を中心

に演習します。 

2. 主 催 社会福祉法人日本肢体不自由児協会 

3. 日 時 令和４年３月１２日（土） 

4. 会 場 オンライン講習 

5. 対 象 特別支援学校・療育関係者等 

6. 研修内容 

肢体不自由児の表現を豊かにするコミュニケーション支援機器の活用方法につ

いて視線入力装置の「基本設定」「ソフトの選択」「入力方法」「授業での活用実

践」などを、専門的立場から指導にあたっている第一線の講師による講義と実習

により受講します。 

7. 講 師 

伊 藤 史 人 （島根大学） 

金 森 克 浩 （帝京大学） 

谷 本 式 慶 （東京都立小平特別支援学校） 

福 島  勇  （国立高専機構熊本高等専門学校） 

8. 参加費   ３，３００円 

9. 日 程  ３月１２日（土） 10:00～16:30 

      10:00～10:10 はじめに（金森） 

          10:10〜11:10 視線入力装置入門(伊藤) 

         11:20～12:00 Windows のアクセシビリティ機能について（谷本） 

12:00〜13:30 休憩 

13:30〜14:00 実践報告１（福島） 

14:10～14:40 実践報告２（谷本） 

14:50～15:40 事例検討会（知的障害の重いケース） 

15:50〜16:20 参加者との Q&A 

16:20〜16:30 閉会（金森） 

 

 

 



10. 申込方法 

① 令和４年１月７日（金）１１：００よりＷＥＢにて先着順で受け付けます。 

② 当協会ホームページ「研修会」(https://www.nishikyo.or.jp/workshop/index.html) 

ページから申し込みしてください。 

翌日（３月１３日）の iPadOS 活用講習会にご参加希望の場合は、別途お申し込み

ください。 

③ 「申し込みフォーム」ボタンを押して申し込みを行います。必要事項をご記入いただ

き、送信ボタンを押してください。 

④ 申し込み確認メールを当協会よりお送りします。 

※インターネットでの申し込み後に申し込み確認メールが届かない場合はお手数で

すが、お電話(０３－５９９５－４５１１)にてご連絡ください。 

※迷惑メールの対策などでドメイン指定を行っている場合、確認メールが受信でき

ない場合があります。「＠nishikyo.or.jp」を受信設定してください。 

     ⑤ テキスト「視線入力でらくらくコミュニケーション」 日本肢体不自由児協会発行 

２，２００円です。 

       お持ちでない方は、講習会申し込み時にご購入ください（テキストは入金確認後に

お送りします）。 

⑥ 参加費３，３００円を（テキストをお求めの場合は＋２，２００円）２月２５日（金）まで

に下記まで払込ください。 

郵便振替 00130-0-51082  社会福祉法人日本肢体不自由児協会 

※期日までにご入金いただけない場合はキャンセルとさせていただく場合がござい

ますのでご注意ください。 

⑦ インターネットを使ったテレビ会議の講習会です（Ｚｏｏｍを利用）。インターネットに

つながる WindowsPC をご用意ください。アクセス番号は参加費のご入金確認後に

追ってご連絡します。 

⑧ 視線入力装置をご用意ください。 

⑨ キャンセルについて 

２月２５日までにご連絡いただきましたら、参加費は全額ご返金いたします。２月２６

日以降につきましては、参加費は原則返金いたしません。なお、代理出席の場合

は必ず事前にご連絡ください。一般的な旅行契約等とは異なりますが、ご了承願い

ます。 

12. その他 

※新型コロナウイルス感染症の状況により時間・内容変更等の可能性があります。 

13．お問い合わせ先 

〒173-0037 東京都板橋区小茂根１－１－７ 

TEL:03-5995-4511 FAX:03-5995-4515 

E-MAIL:workshop@nishikyo.or.jp 

 社会福祉法人日本肢体不自由児協会 事業推進部 


